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＜連絡事項＞
・看護グループ内研修のお知らせ
・日時：7月22日（月）17：15～
　場所：2階　会議室
　テーマ：精神看護の基礎について
　講師：加藤SGM
・日時：7月24日（水）17：15～
場所：2階　会議室
テーマ：看護過程と記録
講師：松沢JGM
・日時：7月30日（火）17：15～
場所：メンタル病棟3階会議室
テーマ：職員の負担の軽減及び処遇改善に関する体制計画
講師：小原JGM
・参加、不参加を各自で入力してください。

＜患者様連絡事項＞
・橋本　喜久子様～臨時薬は、同内容で5日分処方となっている。
・工藤　恭子様～発熱と、食事摂取量が少ない為、本日から点滴2本/日、3日分処方となり、セフジトレンピボキシル錠3T/3×7日分処方となる。昼食前に、セット3の採血行っている。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～午前・午後各1時間の開放観察中。開放中は書き物の用紙の要求頻回だが、強要行為や飲水行動は無い。帰室時も拒否なく、帰室後ドア蹴りなく落ち着いて過ごされている引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～時間隔離中(20時～6時)。苛々感や幻聴に関する訴えは無い。スタッフへ笑顔で話し掛けあり、他者ともトラブルなく経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～身体拘束中。バイタル異常無く、両手指の浮腫は軽減見られている。経管栄養トラブル無く施行しており、チューブ弄りは無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・大久保　すい様～身体拘束中。妄想様の言動や危険行為無く経過。スタッフへ笑顔で話し掛けあり。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・寺井　恵利子様～自室やホールにて読み物をして過ごされている。自室に私物を置いており、病棟管理である事説明すると「後で返す予定でした」と話し拒否無く返却している。口調・表情共に穏やか。引き続き、精神症状や行動観察を行い、トラブルのないよう介入していく。

・澤田　七太郎様～血糖値221～309㎎/ｄｌで経過。高血糖症状なし。帰宅要求聞かれているが、易怒性や興奮無く説明にて了承されている。他者との交流もあり、穏やかに自室やホールにて過ごされている。引き続き、精神症状や行動観察を行い、トラブルのないよう介入していく。

・米内　勲様～食事は集中力無く自力摂取出来ずにおり、一部介助にて摂取。午前中はホールや自室にて穏やかに過ごされていたが、昼食後よりいきなり大声で怒鳴ったり、スタッフの介入に対し易怒性・興奮見られている。引き続き、精神症状や行動観察を行い、トラブルのないよう介入していく。
・細越　勝男様～食事は朝1/3、昼食は全量摂取され、むせ込みは無い。バイタル異常も無し。排便-6日目にて、馬渡Dr報告。桃核承気湯2包処方となる。
・工藤　恭子様～食事は1/3～1/2摂取している。むせ込みは無いが途中から溜め込み見られている。体温37.6～38.2℃、酸素飽和度90～92％、午後は97％まで上昇している。感冒症状は無い。声掛けには反応し開眼している。点滴トラブルなく経過。
＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～時折、他者とのトラブルから苛々感を訴える事あるが、自制内で経過することや、本人希望にて継続指示服用し落ち着く事できている。粗暴行為はみられない。
・宮古　喜久代様～服薬拒否なく、落ち着いて過ごされている。症状改善に伴い措置解除を検討し、後の生活について話し合うための主治医面談を調整。

7/25（木）14：00場所：病棟

出席者：主治医、長姉、三姉夫婦、長妹、次妹、姪（長姉の子）、病棟スタッフ、SW
